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緒　　　言
　ここ数百年来，西洋医学用語の邦訳として使
用されてきたものには漢語由来が多く，「神経」
のように今も色褪せず使用し続けられているも
のと，「横痃」「下疳」のように聞き慣れなくなっ
たものとがある。膵臓の「膵」，唾液腺や耳下
腺の「腺」も，「神経」と同じように違和感な
く使い続けられているが，これらは漢字ではな
く，宇田川玄真が「にくづき（月）」に「萃」，「泉」
を組み合わせて創作した「国字」である 1）。時々，
リンパ腺，扁桃腺という用語を聞くが，物質を
産生，分泌する腺機能がないことから，現在は
リンパ節，扁桃と称される 2）。しかし，今も使
用される腺ペスト3, 4）の「腺」は，実は，リン
パ節病変を指す。腺はglandの邦訳だが，腺ペ
ストの腺はbubonic（buboの形容詞形）の邦訳
である 3 - 5）。この「bubo」とは何であろうか。
ここでは，知っておくべきながら，聞き慣れな
い上に覚えにくい医学用語の幾つかについて概
説する。

1．buboと横痃
　buboとはリンパ節腫脹を意味する 3 - 6）。腋窩

や頸部のリンパ節腫脹を指すこともあるが，
buboの語源がギリシャ語の鼠径部ということ
もあり，特に鼠径リンパ節腫脹について使用さ
れることが多い5, 7）。鼠径リンパ節腫脹＝bubo
は，横痃（おうげん）と邦訳され，よこね（横
根），便毒ともいう4, 5, 7）。横痃を呈する疾患は，
梅毒，軟性下疳，淋疾，鼠径リンパ肉芽腫，ペ
スト，野兎病等であり，見ただけで敬遠したく
なるまれな病名が並ぶが，性病関連が多い 3 - 6）。
無痛性横痃bubo indolensは梅毒由来，有痛性
横痃bubo dolensあるいは毒性横痃virulent bubo
はデュクレイ菌感染症の軟性下疳由来，熱帯性
横痃tropic bubo又は気候性横痃climatic buboは
クラミジア（Chlamydia）感染症の鼠径リンパ
肉芽腫由来，悪性横痃malignant buboはペスト
由来（腺ペスト）を指す 4 - 6）。下肢外傷や足白
癬の二次感染で鼠径リンパ節腫脹を来した時
は，単純性横痃bubo simplexという 4）。鼠径肉
芽腫は鼠径リンパ肉芽腫とは別の感染症で，最
初は鼠径リンパ節腫脹を呈さないが，最終的に
腫大をきたし，pseudobubo（偽bubo）と称さ
れる 9）。
　buboはリンパ節の化膿性癒合塊とも記載さ
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　要旨：ここ数百年来使用されてきた西洋医学用語に対する邦訳語には，「神経」のように現
在も違和感なく使用されるものと，「横痃」「下疳」のように聞き慣れなくなったものがある。
また，名称が変更になったものもあり，たとえば，「リンパ腺」は，当初想定された腺機能が
ないことから，「リンパ節」へと変更になった。しかしながら，腺ペストや腺熱の「腺」は，
実は，リンパ節病変を指している。本総説では，横痃（bubo），腺とリンパ節，下疳など，聞
き慣れなくなった医学用語の幾つかについて概説する。

　索引用語：　　腺　　／　　腺熱　　／　　リンパ節　　／　　リンパ節炎　　／　　横痃
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chancre
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れ 5），確かに，腺ペスト，軟性下疳，鼠径リン
パ肉芽腫，野兎病では，好中球集簇が目立つ化
膿性リンパ節病変を形成する 9）。腫大鼠径リン
パ節（bubo）において，好中球集簇とともに
類上皮細胞が集簇した肉芽腫から成る化膿性肉
芽腫（suppurative granuloma）を認めるのは，
鼠径リンパ肉芽腫と野兎病であり，組織像のみ
からは，猫ひっかき病と鑑別がつかない3, 6, 9）。
淋疾によるbubo，鼠径肉芽腫の終末像としての
pseudobuboでも，化膿性炎症と肉芽腫をみると
いう 9）。腺ペストのbuboでは，高度な化膿性炎
症をみるが，肉芽腫形成は明らかでなく3, 6, 9），
ペスト起炎菌のYersinia pestisと同じ Yersinia属
であるY. enterocolia，Y. pseudotuberculosisが回
盲部にリンパ節腫脹を起こした場合，化膿性肉
芽腫を形成するのとは対称的である3, 9）。軟性
下疳のbuboも化膿性炎症は目立つが，肉芽腫
形成は呈さない6, 9）。第 1期， 2期梅毒のbubo
では，化膿性炎症は目立たず，リンパ濾胞過形
成，濾胞間形質細胞集簇，肉芽腫形成が主体で
ある6, 9）。
　ペストおよび野兎病は，生物剤として使用
される可能性が高く8, 10），Manual of Clinical 
Microbiology11）にも，ペスト菌は第二次世界大
戦前後に米国，日本，旧ソ連で生物兵器化され
たと明記されている。

2．腺とリンパ節
　緒言で記載したが，リンパ節を「腺」とした
時代がある。後にホジキンリンパ腫と命名され
ることになる病気を発表した19世紀の英国医師
Hodgkin T.の論文表題は，「On some morbid 
appearances of the absorbent glands and 
spleen」12）で，このglandsはリンパ節を指して
いる。腺を意味するギリシャ語幹としてaden-が
あり 5），今もadenoma（腺腫），adenocarcinoma
（腺癌）の診断名で頻用されるが，リンパ節炎

lymphadenitis，リンパ節腫脹lymphadenopathy
の下線部もリンパ節を「腺」とした時代の名残
と考えられる。ホジキンリンパ腫の別名も，か
つてはlymphadenomaであった5, 13）。
　「腺熱」（せんねつ）は，19世紀頃から発熱
と頸部リンパ節腫脹を示す疾患として報告され
てきたDrüsenfieber又はglandular feverの邦

訳4, 14）であり，この「腺」も腺ペストと同様，
リンパ節病変を意味する。末梢血に大型異型リ
ンパ球が出現することから，伝染性単核球症と
呼ばれ，現在，そのほとんどがEpstein-Barr
（E-B）ウイルス感染症に集約されてきた3, 6）。
日本各地にも類似した鏡熱（熊本県），日向熱
（宮崎県），徳島熱（徳島県），土佐熱（高知県）
等と呼ばれる風土病があり，これらも伝染性単
核球症とされた時期もあるが，日本人研究者た
ちによってE-Bウイルスとは異なる同一病原体
が分離されてRickettsia sennetsuと命名，病名は
腺熱リケッチア（sennetsu rickettsiosis）と名付
けられた4, 15）。この学名は，邦訳の読みが英語
（ラテン語）へ逆輸出された例（glandular fever 
→ せんねつ → sennetsu）である。その後，病原
体名は，Ehlichia sennetsuに変更になり，今では
Neorickettsia sennetsuとなった16）。Neorickettsia
は単球に感染する病原体で，最新版Manual of 
Clinical Microbiology16）では，その病名は「sennetsu 
fever」と記載されている。
　なお，「泉熱」を「せんねつ」と誤読する医
師もいるが，これは「いずみねつ」と読み，腺
熱とは異なる疾患である。Y. pseudotuberculosis

によって起こる子供，若年者の全身感染症で3, 4），
Scarlet-like fever 8），異型猩紅熱 4）ともいう。
発熱と腹痛が主訴で，クローン病や虫垂炎と誤
診されること，結節性紅斑や若年性関節リウマ
チを呈することが知られ3, 11），川崎病の診断基
準を満たすこともある 3）。泉は，発見者の泉仙
助（金沢大学小児科初代教授）由来である4, 17）。
scarletの「赤色」に当てられた漢語が「猩紅」5）

だが，中国で「猩々（しょうじょう）」は身体
が猿，真っ赤な人顔の架空動物を指し，酒好き
とされ，オランウータンも「猩々」というらし
い 3）。日本の「猩々」も赤い能装束で踊る大酒
家を指すことがある。遺伝研究に用いられてき
たショウジョウバエは，酒好きでビール工場等
で大量発生することがあり，ショウジョウと名
前をつけられたという 3）。

3 ．下疳
　下疳は「げかん」と読み，硬性下疳と軟性下
疳がある。梅毒の第 1期にみる陰茎のびらん～
潰瘍を呈した無痛性の軟骨様硬結が「硬性下
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疳」で，chancreの邦訳だが，hard chancreと
もいう 3 -6, 18）。硬性下疳は，女性では子宮頚部か
陰唇，homosexsual menでは直腸や肛門管，口
腔内にでき，陰茎病変と比較し気づき難い18）。
chancreは，チャンクレではなく「シャンカー」
と発音するらしく，cancerからの派生である 5）。
　chancroidという病名があり，chancre類似性
病変という意味とも思われるが，類下疳ではなく，
「軟性下疳」と邦訳されている 2 - 6）。chancroid
はHaemophilus ducreyi（デュクレイ菌）感染症
で，陰茎（男性），膣内・尿道周囲（女性）の
不整形で境界明瞭な潰瘍を形成し，硬性下疳と
異なり痛みが強くて硬結がなく，soft chancre，
soft soreともいい 3 -6, 19），これが邦訳の「軟性」
に反映されている。軟性下疳は潜伏期が短く（ 4
～ 7日），病巣からの浸出物にデュクレイ菌が
多く存在し，その自家接触で多発病巣を形成し
やすい。約半数は鼠径リンパ節に波及して痛み
が強い腫脹をきたし，それが有痛性横痃と呼ば
れるゆえんである3, 6, 7, 19）。梅毒トレポネーマと
デュクレイ菌の両方の感染を伴ったものがあ
り，混合下疳といわれる 4）。
　下疳の鑑別には，第 2期梅毒の扁平コンジ
ローマ，ヘルペス，鼠径肉芽腫，陰茎アメーバ
症，扁平上皮癌が含まれる6, 18, 20）。扁平コンジ
ローマ，鼠径肉芽腫では，重層扁平上皮の過形
成性変化が強く，時に扁平上皮癌と見間違うこ
とがある 6）。

4 ．鼠径リンパ肉芽腫と鼠径肉芽腫
　鼠径リンパ肉芽腫と鼠径肉芽腫は類似した名
称だが，全く別病変である。鼠径リンパ肉芽腫
はlymphogranuloma venereum，鼠径肉芽腫は
granuloma inguinaleの 邦 訳 だ が， 前 者 が
lymphogranuloma  inguinale，逆に後者が
granuloma venereumと称されることもあり3 -6, 20, 21），
欧米語としても酷似し混乱しやすい。そのため
か，欧米の教科書では，鼠径リンパ肉芽腫は略号
のLGV，鼠径肉芽腫は組織特徴からDonovanosis
とも記される6, 20, 21）。ここに出てくるvenereum
は，Venusすなわち性愛・美の女神「ヴィーナ
ス」からの派生語で，性病の意である。よって，
鼠径リンパ肉芽腫は，性病性リンパ肉芽腫と表
記する場合もあり 4），また，梅毒，淋疾，軟性

下疳に次ぐ性病という意味で，「第四性病」と
も称される3, 4）。
　簡潔に違いを言えば，鼠径リンパ肉芽腫は皮
膚病変が乏しく，鼠径リンパ節腫脹（bubo）
が主体の病変であり，対する鼠径肉芽腫は陰部
皮膚のびらん性結節が主体で，鼠径リンパ節腫
脹は最終的に出ることはあってもそれは主体で
はない3, 6, 20, 21）。鼠径リンパ肉芽腫は，血清型
L1，L2，L3型のChlamydia trachomatisの感染症
で，感染後数日～ 2週後に無痛性水疱か丘疹が
形成されるが，すぐに治癒して気づかれないこ
とが多く，その 1～ 2週後に有痛性buboが現
れ，これが主訴になることが多い3, 6, 21）。一方，
鼠径肉芽腫では，感染後 1～ 4週，時には 1年
経過してびらんを伴った無痛性結節が陰茎等に
起こる。結節周囲に偽上皮腫性過形成像が認め
られ，びらん面の滲出液中あるいは肉芽組織内
には，特徴的な細胞質内封入体を有する組織
球が存在し，Donovan小体と呼ばれる3, 6, 20）。
Donovan小体内に存在するグラム陰性桿菌が鼠
径肉芽腫の起炎菌で，カリマトバクテリウム
（Calymmatobacterium granulomatis）と呼ばれ
てきた3, 20）が，今はKlebsiella granulomatisとい
う6, 22）。

5 ．人名が付された学名と変遷
　鼠径肉芽腫に出現するDonovan小体は，アイ
ルランド人医師Donovan C.の発見にちなむ命
名である 5）。同じDonovanにちなむLeishman-
Donovan小体がある 3）が，これは内臓リーシュ
マニアに見られるもので，鼠径肉芽腫とは無関
係である。スコットランドの病理学者で軍医
だったLeishman W.B.は，カラアザール患者か
ら発見した病原体をトリパノソーマと考えた
が，Donovanは別患者からみつけた病原体を
quinine抵抗性のマラリアとして報告し，論争
になった23, 24）。結局，Ross R.（1902年にマラリ
アでノーベル賞を受賞）が，その病原体をリー
シュマニア属と判定，両者は公平に処遇され，
構造物はLeishman-Donovan小体，病原体は
Leishmania donovaniと命名された23, 24）。カラア
ザールkala-azarは，現在，内臓リーシュマニア
と同義語で，巨脾とともに皮膚の色素沈着が有
名である。ヒンドゥー語でkalaはblack，azarは
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poisonの意なので，カラアザールは「黒熱病」
あるいは「黒疫病」とでも訳せるかもしれない。
ペストが「黒死病」と呼ばれたことに類似し，
感染症で死に至る際の皮膚黒色化なのかもしれ
ない（私的体験）。
　ペスト菌の学名はYersinia pestisだが，1960年
代までは，Pasteurella pestisと呼ばれていた。
Yersiniaへの学名変更は，発見者のYersin A.（エ
ルザンあるいはイェルサン）にちなむが，実は，
Yersinの発見よりも先に北里柴三郎がペスト菌
を発見していた事実がある3, 25）。北里は，当初，
ペスト菌をグラム陽性と発表しており，この誤
りを声高に批判した日本人研究者がいたこと
が，北里の命名につながらなかったと解釈する
人もいる 3）。北里といえば，本来，第 1回ノー
ベル賞も受賞できたはずだったとの説があり26），
不運な科学者だった印象がある。北里やビタミ
ンB1相当物質を最初に発見した鈴木梅太郎博
士の栄冠を邪魔しようとした人たちがいるよう
で3, 25, 26），小説ネタが多くつまった歴史がそこ
にあるようにも思われる。
　ここに挙げてきた微生物の学名変更も，「リ
ンパ腺」から「リンパ節」への変更に類似した
医学用語の変遷とも解釈でき，そこには，生物
としての系統樹の違い，生化学的性状の違い
等々，様々な要因がある。梅毒起炎菌は，当初
Spirochaeta pallidumとされたが，回転らせん体
は同じだがやや異なるという意味を込めて，回
転（in turn）を意味するギリシャ語のTrepo-を
使いTreponema pallidumに変更したものと思わ
れる。近年の代表的な変更を次に挙げるので参
考にされたい：　 1）偽膜性腸炎の起炎菌とな
るClostridium difficile→ Clostridioides difficile

（2016年変更）； 2）痤瘡（ざそう）＝にきびの
起 炎 菌4, 5）と な るPropionibacterium acnes 
→ Cutibacterium acnes（2016年変更）；3）院内
感染，日和見感染の起炎菌となる Enterobacter 

aerogenes→ Klebsiella aerogenes（2017年変更）；
4）低温殺菌処理をしていない乳製品から腸結核，
腹膜結核を起こすウシ型結核菌のMycobacterium 

bovis→Mycobacterium tuberculosis var. bovis

（2018年変更）。

6．終わりに
　「横痃」「横根」は，1603年刊行の日葡辞典
に記載され 8），かなり昔から使用された漢語と
考えられる。「神経」は，杉田玄白たちが解体
新書を執筆する際，漢語の神気と経脈とから造
語したものである 1）。宇田川玄真は，杉田玄白
の娘と結婚し，玄白の養子だったが，放蕩生活
で離婚させられた経緯がある27）。その後，玄真
は宇田川家に養子に入り，次々とオランダ語の
最新書を翻訳し，その中で，「腺」や「膵」の
国字を創作しつつ，解体新書と並ぶ和蘭内景医
範提綱を刊行し，日本中の医学者たちから絶賛
されたという1, 27）。昔の過ちをその後の努力，
実践によって正した生き方であり，人生は，失
敗だけで終わるわけではないと，勇気をくれる
事例でもある。
　難読で，聞き慣れず，かつ，覚えにくい医学
用語等について，本総説が記憶に残るきっかけ
に少しでも役立てば，幸いと考えている。

結　　　語
　横痃，腺，下疳等に関する医学情報を概説し
た。
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“Oh-gen” (bubo) and lymph nodes

Susumu MATSUKUMA

J. Natl. Def. Med. Coll.（2021）46（1）： 1－ 5

　Abstract: The Japanese equivalents for Latin or European medical terms that have been used 
in Japan for hundreds of years include commonly used terms, such as “Shin-kei” (neurons), and 
those that are less familiar, such as “Oh-gen” (inguinal lymphadenopathy or bubo) and “Ge-kan” 
(chancre). Some Japanese medical terms have been updated to reflect changes in knowledge. For 
example, “Rin-pa-sen” was based on a supposed glandular function, but was recently updated to 
“Rin-pa-setsu” to reference a lack of glandular involvement. The Japanese word “Sen” within “Sen-
pe-su-to” (bubonic plague) and “Sen-netsu” (glandular fever) indicates lymph node lesions. This 
review article summarizes medical information for several less familiar Japanese medical terms, 
including “Oh-gen” (bubo), “Senn” (lymph nodes/glands), and “Ge-kan” (chancre).

　Key words:　　 gland　　／　　glandular fever　　／　　lymph node　　／　　
lymphadenitis　　／　　bubonic plague　　／　　Hodgkin lymphoma　　／　　syphilis　　
／　　bubo　　／　　chancre


